
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

経営比較分析表（平成30年度決算）
長崎県　小値賀町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

25.52 96.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D3 非設置 2,453

－

- 該当数値なし 99.83 4,010 2,397 23.62 101.48 【】

全体総括

平成30年度において経営戦略を策定している。人口
減少による水道料金収入が減少する可能性が高く、
また年々、施設の老朽化が進行しており、一般会計
繰入金の負担が多くなることが予想されることか
ら、更なる経営改善が必要と考える。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

本町の簡易水道事業は、約1,460戸の世帯に給水を
行っており接続率は100％である。収益的収支比率
を見ると前年と比較して減少しており、経営改善が
必要と考えるが施設更新など費用がかかってくる。
企業債残高対給水収益比率は減少しているが、その
要因として補助事業を近年行っていないためであ
る。令和2・3年度においては補助事業を行う予定で
あるので、経営改善を図っていく必要があると考え
られる。料金回収率は類似団体平均を上回っており
適切な料金収入の確保ができている。施設利用率に
ついては、ほぼ55％程度で推移している。水は限り
ある資源であるので負荷率を考えると現状の値が適
当である。有収率については類似団体平均値より高
くなっているが、有収率90％以上を目標に更なる経
営改善を行っていく。

2. 老朽化の状況について

平成30年度においては管路更新できていませんが、
施設や管路については、今後、老朽化が進むにつれ
適切な維持管理が必要とされるので、より効果的な
対応を行い施設の延命化及び、管路の更新・耐震化
を図る。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.60】 【1,074.14】

【73.77】【55.95】【296.40】【54.36】

【0.54】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　施設については供用開始から１５年以上が経過し
ており、今後、施設や設備の老朽化が進行していく
にあたり、多額の修繕・更新費用が問題となってく
る。平成２８，２９年度においてストックマネジメ
ント計画を策定しており、それを踏まえ国の補助を
受けながら計画的に施設や設備の改善を図ってい
く。

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少、高齢化が進む中で施設や設備の老朽化
が進み、今後も、維持管理費や機器の更新などによ
り経費が多額となることが予想される。
　人口規模や地理的要因により、下水道使用料のみ
での経営は困難であり、また人口減少により使用料
収入は低下していくことが予想されるが、さらなる
水洗化率の向上によって少しでも使用料収入の低下
を抑え、効率的な維持管理や計画性のある更新事業
を実施していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　特定環境保全公共下水道は、平成１６年に供用を
開始し、平成３０年度末で水洗化率は７６％となっ
ており、順当に伸びている。
　「経費回収率」や「汚水処理原価」は類似団体平
均値並みであり、「施設利用率」は例年どおり上
回っている。
　事業債の償還金が多額であり経営状況としては一
般会計からの多額の繰入金により赤字分を補填して
いる。
　平成２８年度に策定した経営戦略をもとに、さら
なる水洗化率の向上を図り、経営の健全化・効率化
に努める。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 56.10 100.00 3,130 1,347 0.65 2,072.31

25.52 96.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定環境保全公共下水道 D3 非設置 2,453

経営比較分析表（平成30年度決算）
長崎県　小値賀町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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平均値 70.14 68.83 68.46 67.22 67.46

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【1,209.40】

【83.36】【42.82】【219.46】【74.48】

【0.12】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　前方地区については供用開始から１８年以上が経
過し、柳地区・浜津地区については１５年以上が経
過しており、これらの施設や設備は老朽化が進んで
いる。適切な維持管理を行うことにより施設や設備
の延命化を図るとともに、より効率的で計画的な更
新を行う必要がある。令和元年度に機能診断を実施
し、令和２年度に最適整備構想を策定予定である。

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少、高齢化が進む中で施設や設備の老朽化
が進み、今後も、維持管理費や機器の更新などによ
り経費が多額となることが予想される。
　人口規模や地理的要因により、下水道使用料のみ
での経営は困難であり、また人口減少により使用料
収入は低下していくことが予想されるが、さらなる
水洗化率の向上によって少しでも使用料収入の低下
を抑え、効率的な維持管理や計画性のある更新事業
を実施していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　農業集落排水事業は前方地区が平成１３年、柳地
区が平成１６年、浜津地区が平成１６年に供用を開
始している。平成３０年度末現在で水洗化率は前方
地区で７４．２％、柳地区で９５．５％、浜津地区
で７８．２％であり、農集全体で８０．８％となっ
ており、順当に伸びている。
　「経費回収率」は類似団体平均値を上回ってお
り、かつ、「汚水処理原価」は下回っている。「施
設利用率」は平均並みである。
　事業債の償還金が多額であり、経営状況として
は、一般会計からの多額の繰入金により赤字分を補
填している。
　平成２８年度に策定した経営戦略をもとにさらな
る水洗化率の向上を図り、経営の健全化・効率化に
努める。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 31.24 100.00 3,130 750 0.42 1,785.71

25.52 96.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 2,453

経営比較分析表（平成30年度決算）
長崎県　小値賀町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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5,000.00
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H26 H27 H28 H29 H30

当該値 0.00 0.00 5,594.52 5,644.91 5,280.99

平均値 1,161.05 979.89 974.93 855.80 789.46

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 100.00 100.00 96.64 92.76 89.75

平均値 41.08 41.34 55.32 59.80 57.77

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H26 H27 H28 H29 H30

当該値 171.66 249.97 179.10 186.22 192.15

平均値 378.08 357.49 283.17 263.76 274.35

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00
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当該値 47.08 48.33 50.83 51.67 51.25

平均値 44.69 44.69 60.65 51.75 50.68
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当該値 73.09 75.92 80.15 80.47 80.80

平均値 70.59 69.67 84.58 84.84 84.86

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【747.76】

【85.82】【52.23】【261.46】【59.51】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
長崎県　小値賀町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

25.52 96.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 漁業集落排水 H2 非設置 2,453

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 9.41 100.00 3,130 226 0.13 1,738.46

　大島地区については供用開始から２１年以上が経
過し、斑地区については１０年以上が経過してい
る。大島地区の施設や設備は当町の処理施設の中で
最も古く、老朽化が懸念される。適切な維持管理を
行うことにより施設や設備の延命化を図るととも
に、より効率的で計画的な更新を行う必要がある。
大島地区については現在「機能保全計画」を作成中
であり、斑地区は令和２年度に「機能保全計画」作
成予定である。その計画を踏まえ施設や設備の改善
を図っていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少、高齢化が進む中で施設や設備の老朽化
が進み、今後も、維持管理費や機器の更新などによ
り経費が多額となることが予想される。
　人口規模や地理的要因により、下水道使用料のみ
での経営は困難であり、また人口減少により使用料
収入は低下していくことが予想されるが、さらなる
水洗化率の向上によって少しでも使用料収入の低下
を抑え、効率的な維持管理や計画性のある更新事業
を実施していく。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　漁業集落排水事業は大島地区が平成１０年、斑地
区が平成２１年に供給を開始している。水洗化率
は、大島地区で１００％、斑地区で７７．９％と
なっており、順当に伸びている。
　「経費回収率」は類似団体平均値を上回ってお
り、かつ、「汚水処理原価」は下回っており、どち
らも平成２９年度と同等である。「水洗化率」は順
当に上昇しているものの、人口減少が著しいため、
「施設利用率」は未だに低い水準のままである。
　事業債の償還金が多額であり、経営状況として
は、一般会計からの多額の繰入金により赤字分を補
填している。
　平成２８年度に策定した経営戦略をもとに、さら
なる水洗化率の向上を図り、経営の健全化・効率化
に努める。

2. 老朽化の状況について
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【973.20】

【80.08】【33.69】【377.19】【45.14】

【0.04】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成30年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（平成30年度決算）
長崎県　小値賀町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

25.52 96.12 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K3 非設置 2,453

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 2.21 100.00 3,130 53 0.01 5,300.00

　現在のところ大きなトラブル等は見られないが、
今後、老朽化が進行した場合には、計画的に施設の
改善を図る。

2. 老朽化の状況

全体総括

　接続件数が大幅に増えていくことはあまり期待で
きないが、汚水処理人口を増やすためには、下水道
未普及地域における合併浄化槽の普及が不可欠であ
る。運営的に厳しいことは明確であるが、汚水処理
人口普及率をさらに上昇させるために、今後も本事
業の推進は図る必要がある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　特定地域生活排水処理（合併浄化槽）は平成３０
年度末において２８基が稼働しており、水洗化率は
１００％となっている。
　使用料収入はわずかしかないため「経費回収率」
は例年どおり類似団体平均値を下回っており、「汚
水処理原価」は上回っている。
　経営状況としては、事業債の償還金があり、使用
料収入も少額なことから、一般会計からの多額の繰
入金により赤字分を補填している。
　平成２８年度に策定した経営戦略をもとに、経営
の健全化・効率化に努める。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
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